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このたびの台 風 19号により被災さ れた皆 様、ならびに そのご 家族の皆様に 心

からお見舞い 申し上 げますととも に、一 日も早い復興 を心よ りお祈り申し 上

げます。  

現在会員登録 数 3,173人さま。次号 は 11月 20日発行の予定です ／  
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●講演会「紙 芝居の 歴史から子ど もの読 書文化につい て考え る」参加者募 集  

講  師：浅岡  靖央  さん（児童文 化研究 者、白百合女 子大学 教授）  

日  時：１１月３０ 日 （土）午後２ 時～４ 時  

会  場：大阪府立中 央 図書館  ２階大会議 室 （東大阪市荒 本）  

定  員： 60 人  （申込 先着順）   参加費 ： 1000 円  

主  催：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団  

後  援：大阪府立中 央 図書館  

助  成：子どもゆめ 基 金助成活動  

お申込み、詳 細は  ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#kamishibaikoen

kai 

 

●第 17 回国際グリ ム 賞  贈呈式・記念講 演 会  参加者募 集  

世界の優れた 児童文 学研究者を顕 彰する 第 17 回「国際グリム 賞」（国際 児童

文 学 研 究 賞 ） の 受 賞 者 が 、 三 宅 興 子 教 授 （ 梅 花 女 子 大 学 名 誉 教 授 、 当 財 団 特

別顧問）に決 定しま した。贈呈式 および 記念講演会を 開催し ます。  

講  師：第 17 回国際グリム賞受賞 者  三 宅  興子  教 授  

演  題：「イギ リス児 童文学史再構 築論を 通して、日本 児童文 学を再考する 」  

日  時：１１月９日 （ 土）午後２時 ～４時  

会  場：國民會館  武藤記念ホール （大阪 市中央区大手前 2）  

定  員： 100 人  （申込先着順）   参加費 ：無  料  

主  催：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団／  

    一般財団法 人  金蘭会／大阪府立 大 手前高等学校 同窓会  金蘭会  

お申込み、詳 細は  ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/01_grimm/index.html#17kettei 

 



●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『きつねの橋 』  久 保田香里 /作  佐竹 美 保 /絵  偕成社  2019 年 9 月  対象

年齢：小学校 高学年 以上  

 

あらすじ：平 安時代 。 15 歳の平貞道は源 頼光の郎等と して仕 え、名をあげ た

い と 願 っ て い る 。 先 輩 た ち に そ そ の か さ れ て 橋 の 上 で 人 を だ ま す き つ ね を

捕 え た と こ ろ 、 そ の き つ ね は 、 葉 月 と 名 乗 り 、 幼 い 斎 院 を 助 け よ う と し て

い る こ と が わ か る 。 貞 道 は 、 同 じ 郎 等 の 平 季 武 と 護 衛 な ど の 仕 事 を す る 中

で 、 袴 垂 （ は か ま だ れ ） と い う 盗 賊 と 出 会 う 。 貞 道 と 葉 月 は 、 袴 垂 の 捕 獲

と斎院の幸せ のため にお互い助け 合うよ うになる。  

 

Ｙ ： 平 安 時 代 の 武 士 の 起 こ り っ て こ ん な 感 じ だ っ た の か な あ と 思 い な が ら 読

みました。  

Ｔ ： こ の 作 品 は 、 実 は 『 今 昔 物 語 』 等 に 出 て く る 「 頼 光 の 四 天 王 」 の 中 の 二

人 の 若 か り し 頃 が 描 か れ て い ま す が 、 作 品 に は そ の こ と は 書 か れ て い ま せ

ん。  

そ の こ と に よ っ て 、 貞 道 や 季 武 が 、 読 者 に と っ て 歴 史 上 の 人 物 に な ら ず 、

読 者 が 親 近 感 を 持 っ て 、 一 緒 に 冒 険 で き る 人 物 と し て と ら え る こ と が で き

る。それが、 この作 品を魅力の一 つだと 思います。  

Ｙ ： な る ほ ど 、 背 後 に 『 今 昔 物 語 』 な ど の 説 話 が あ る こ と で 、 豊 か な 物 語 性

を作品に感じ ること ができたのか もしれ ません。  

Ｔ：盗賊・袴垂も、『 今昔物語』『宇 治拾遺 物語』に出てきます 。また、「五の

君 」 と い う 少 年 に つ い て は 、 後 に 藤 原 道 長 に な る と い う こ と が 作 中 に 書 か

れています。  

Ｙ：史実と説 話の隙 間を巧みに物 語化し た作品だと思 いまし た。  

 私 が お も し ろ か っ た の は 、 個 性 的 な 主 人 公 が 次 々 と 試 練 に 立 ち 向 か い 、 成

長 し て い く と い う よ う な 、 一 本 筋 の 通 っ た ス ト ー リ ー 展 開 と い う よ り は 、

現 在 に も い る よ う な 一 人 の 若 者 が 日 々 の 暮 ら し の 中 で 、 き つ ね や 盗 賊 に 偶

然 出 会 う こ と で 、 少 し ず つ ス ト ー リ ー が 展 開 し て い く と い う 点 で し た 。 そ

の よ う な ス ト ー リ ー 展 開 に 、 語 り の よ う な 、 絵 巻 物 の よ う な イ メ ー ジ を 抱

きました。  

Ｔ ： 異 界 と の 境 界 と も い え る 、 京 (み や こ )の は ず れ の 橋 で 始 ま っ て 橋 で 終 わ

る 構 成 で 、 す ぐ そ ば に 異 界 が あ っ た 平 安 時 代 の 雰 囲 気 を う ま く 出 し て い ま

すね。  

貞 道 が 、 き つ ね の 葉 月 の 命 を 助 け た り 、 友 だ ち の 季 武 の こ と を 大 事 に 思 っ

たりする誠実 な若者 であるところ も読者 が惹かれる点 だと思 います。  

Ｙ ： 佐 竹 美 保 さ ん の 挿 絵 か ら は 平 安 時 代 と い う 舞 台 設 定 と 登 場 人 物 の 魅 力 が



垣間見えます 。  

Ｔ ： ラ ス ト の シ ー ン は こ れ か ら ど う な る の か な と 思 わ せ ま す 。 続 編 が 読 み た

くなりました 。  

 

 ＊今回のゲストは 当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 50 回「カイロ団 長 」  

「王のご命令 」とい う切り札  

 

前回（本メル マガ NO.109 参照）は、かえ るが活躍する 「畑の へり」でした 。

今回はあまが えるが 仲間たちと愉 快に働 く「カイロ団 長」を 取り上げます 。  

 

30 匹のあまがえ るが、日々楽しくい っしょ に仕事をして いまし た。仕事とは、

虫 仲 間 か ら 頼 ま れ て 花 畑 を 拵 え た り 、 立 派 な 庭 を 作 っ た り す る も の で 、 彼 ら

は忙しく働く ことに 喜びを感じて います 。  

 

あ る 日 、 仕 事 を 終 え た か え る た ち は 〈 舶 来 ウ ェ ス キ イ 〉 と 書 か れ た 看 板 を 見

つ け 、 物 珍 し い そ の 店 に 入 り ま す 。 そ こ は と の さ ま が え る の 店 で 、 ウ ェ ス キ

イ を 一 杯 二 厘 半 で 飲 ま せ る 、 い わ ば 飲 み 屋 で し た 。 か え る た ち は 何 杯 も お か

わりをし、酔 い潰れ てしまいます 。  

 

や が て 、 と の さ ま が え る に 叩 き 起 こ さ れ た あ ま が え る は 、 そ れ ぞ れ 三 百 四 十

二 杯 分 な ど と 大 金 の 勘 定 を 迫 ら れ 、 払 え な い な ら 警 察 へ 突 き 出 す 、 そ し た ら

死 刑 に な っ て そ の 太 い 首 を 〈 シ ュ ッ ポ ォ ン と 切 ら れ る ぞ 〉 と 脅 さ れ て 、 仕 方

なくとのさま がえる の家来になり ます。  

 

〈いいか。この団体 は カイロ団とい うこと にしよう。わしはカ イ ロ団長じゃ。

あしたからは みんな 、おれの命令 にした がうんだぞ。 いいか 。〉  

 

カ イ ロ 団 長 は 団 員 に 無 理 難 題 を 言 い 付 け 、 あ ま が え る は 過 重 労 働 で 疲 弊 。 そ

こに王さまか らの新 しいご命令が 発せら れ、両者の立 場は逆 転します。  

 

善 良 な 労 働 者 か ら 搾 取 す る 狡 猾 な 商 人 と 、 自 然 と 一 体 化 す る 仕 事 に 喜 び を 見

出す労働者（被搾取 ）。その対立 の構図を 骨子としつつ 、結末 では商人が自 ら

の悪を悔い改 め、純 粋な労働者が 救済さ れるという物 語です 。  

 

問 題 は こ の 対 立 の 解 決 方 法 で 、 突 如 降 っ て 湧 い た 「 王 の 命 令 」 と い う 絶 対 的

権 力 に よ っ て な さ れ ま す 。 武 器 を 持 た ず 、 自 然 を 愛 す る 者 の 反 乱 や 革 命 は 非

現 実 的 で あ り 、 か と い っ て 一 方 的 な 搾 取 を 肯 定 も で き ず 、 結 末 を 王 の 絶 対 的

命令にせざる を得な かった作者の 苦悩を 感じます。  

 

し か し 本 作 の 魅 力 は 、 や は り あ ま が え る た ち の ユ ー モ ア 溢 れ る 振 る 舞 い 、 自

然 の な か で 生 き 生 き と 働 く 純 粋 な 姿 、 そ し て そ の 美 し さ に あ る と 言 え ま す 。

豊 か な 自 然 の 崇 拝 者 で あ っ た 賢 治 に と っ て 、 酒 に は 弱 い が 純 粋 に 仕 事 に 打 ち

込 む あ ま が え る た ち の 生 き 方 は 芸 術 そ の も の で あ り 、 慈 し む べ き 存 在 で あ っ

たのかもしれ ません 。（ペ吉）  

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  銀河 鉄道の夜』に よりま した。）  



 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４  

***************************************************************** 

 

「ああ、小鳥 ！金の 小鳥！」  

 

こ れ は 、 北 風 の 子 が つ む じ 風 を 起 こ し て 、 い ち ょ う の 葉 っ ぱ が 風 に 舞 っ た 様

子を、女の子 が見て さけんだこと ばです 。  

 

北風は、お かあさん から「人間 やどうぶ つによろこば れない んだよ。」と言わ

れ た こ と を 実 際 に 体 験 し て 元 気 を な く し て い ま す 。 そ ん な 時 、 野 原 の 真 ん 中

に 立 っ て い る 一 本 の い ち ょ う の 木 が 北 風 に 助 け を 求 め ま す 。 葉 っ ぱ を ぜ ん ぶ

風 で 落 と し て 、 木 の 下 に い る 捨 て ら れ た 子 ね こ の 上 に 自 分 の 葉 っ ぱ を ふ と ん

のようにかけ てほし いというので す。北風 は、いちょうの望み を かなえます。  

 

そ し て 次 の 日 の 朝 、 赤 い オ ー バ ー を き た 女 の 子 と 髪 の 毛 の 白 い お ば あ さ ん が

や っ て き た と き 、 北 風 は 、 子 ね こ が 見 つ か る よ う に 、 子 ね こ の 上 の 葉 っ ぱ を

は ら っ て や り ま す 。 女 の 子 が 子 ね こ を 拾 っ た の を 見 届 け た 北 風 の 子 は う れ し

くなって「く るくるく るとまわりだ しまし た」。それ がつむじ 風 になって、「三

角の葉っぱが 細いつ つになって空 にみる みるかけあが ってい きます」。そ れを、

女の子が見て 「金の 小鳥」とさけ ぶので す。  

 

ま ず は 、 い ち ょ う の 葉 っ ぱ が 風 に 舞 う 姿 を 「 金 の 小 鳥 」 と 表 現 し た そ の 美 し

さが強く印象 に残り ます。それと 同時に、金の小鳥が舞 う姿は、北風の子が、

自 分 の 能 力 を 使 っ て い ち ょ う や 子 ね こ の た め に 役 に 立 っ た こ と の う れ し さ 、

誇 ら し さ が 感 じ ら れ 、 い ち ょ う の 葉 っ ぱ の 昇 天 と も 読 み 取 れ 、 女 の 子 と お ば

あさんの温か い心の 交流とも、子 ねこの 命の祝福とも とれる 場面です。  

 

この作品に出 会って 以来、いち ょうの葉 っぱを見ると 、「 金の 小鳥」と思 わず

にはいられま せん。（ Ｙ）  

 

＊あまんきみ こ「金 の小鳥」  『 あまん きみこセレク ション ３』  三省堂  

 2009 年 12 月  p.154 

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

刈谷市美術館で 11 月 10 日まで開催さ れて いる巡回展「『ね ない こだれだ』誕

生 50 周年記念  せ な けいこ展」に行ってき ました。貼 り絵の手 法で作られた

絵本や紙芝居 の原画 など約 300 点が、「絵 本作家せなけ いこ誕 生」「デビ ュー

前夜」「 子どもと の生 活の中から生 まれた 絵本」「 おばけと ゆう れい」「 終わら

ないせなけい この絵 本世界」の５ つに分 けて展示され ていま す。  

 

1969 年絵本デビュー 作の「いやだ いやだ 」シリーズや 、おば けの絵本や「 め

がねうさぎ」シリー ズ などの原画が たくさ んありました。初期 の 頃の作品は、

貼 り 絵 に す る 紙 を 手 で ち ぎ る な ど 、 輪 郭 線 が 個 性 的 に 作 ら れ て お り 、 あ た た

か い 感 じ が し ま し た 。 使 用 さ れ て い る 紙 の 材 質 や 色 柄 も い ろ い ろ で 、 白 い レ

ー ス の よ う な 紙 や チ ェ ッ ク や 花 柄 の 紙 な ど 、 同 じ 紙 が ち が う 作 品 で も 使 わ れ

て い る の が 発 見 で き ま す 。 包 装 紙 や 公 共 機 関 の 封 筒 の 内 側 や 羊 羹 の 包 み 紙 な



ど 、 実 際 に 使 わ れ た 紙 も 展 示 さ れ て い ま し た 。 切 れ 端 ま で 大 事 に 残 さ れ て い

て、紙が好き な私は せなさんの紙 への愛 情に感激しま した。  

 

絵 本 作 品 だ け で な く 、 こ れ ま で あ ま り 知 ら れ て い な か っ た 、 絵 本 作 家 に な る

前 の 様 々 な 仕 事 も 紹 介 さ れ て い ま し た 。 セ ロ フ ァ ン を 使 っ た 「 色 影 絵 透 視 紙

芝居」、セツ・モ ード・セミナーで勉強 し ていたスタイ ル画、貼り絵の原画を

撮 影 し て フ ィ ル ム に し た 幻 灯 な ど 、 の ち の 絵 本 の 仕 事 と の つ な が り が 読 み 取

れます。「飛 行鞄」「星 のひとみ」「 メロウ」の朗読付きの 幻灯映 像を観ること

ができ、とて もおも しろかったで す。  

 

『 ね な い こ だ れ だ 』 の 一 場 面 を 背 景 に 撮 影 で き る コ ー ナ ー や 、 巨 大 な 絵 本 の

パ ネ ル な ど 、 子 ど も が 楽 し め る コ ー ナ ー も あ り 、 親 子 ３ 代 の 家 族 連 れ も た く

さん来ていま した。（ Ｋ）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  イヒョン作家講 演 会  

日  時：１１月２日 (土 ) 14： 00～ 16： 00 

場  所：アネックス パ ル法円坂（大 阪市教 育会館）  

定  員： 50 人   参加 費：有料   申し込 み：必要  

主  催：オリニほん や く会  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹介しました『きつ ねの橋』を１名

の 方 に プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 メ ー ル で 件 名 「 メ ル マ ガ  NO.110

プレゼント希 望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メー

ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5) こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は 11 月 12 日 (火 )、当選発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

夕暮れがぐっ と早く なり、朝晩の 冷え込 みも急に増し てまい りました。夏 物

もやっと仕舞 い込ん でもよさそう な季節 になってきま したが 、気をつけた い

のは適度な温 度調整 。脱ぎ着でき る服装 と健康管理で 、くれ ぐれもご自愛 く

ださい。この 週末は 、古い友人た ちとハ イキング。紅 葉には 少し早いかも し

れませんが、 秋真っ 只中です。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  



●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


